  日本学術会議ニュース・メール （No.153）  2008/08/22 
 
 ◇ 報告「自然共生型流域圏の構築を基軸とした国土形成に向けて
　　　　　―都市・地域環境の再生―」の公表 （ご報告）
 ◇ 日本学術会議主催公開講演会「医療のイノベーション　
　  −信頼に支えられた医療の実現のために−」の開催（再案内）
 ◇ 平成20年度共同主催国際会議「第11回世界内視鏡外科学会」の開催
　　（ご案内）
 ◇ 国連大学/ユネスコ国際会議
   「グローバリゼーションと言語～豊かな遺産を守るために～」（ご案内） 
 
　報告「自然共生型流域圏の構築を基軸とした国土形成に向けて
　　　　―都市・地域環境の再生―」の公表 （ご報告） 

　土木工学・建築学委員会国土と環境分科会が、報告「自然共生型流域圏
の構築を基軸とした国土形成に向けて―都市・地域環境の再生―」を公表
いたしました。

　急速な経済発展に伴う地方中小都市部の空洞化や農山村の限界集落化、
自然環境の劣化に対して、多様で健全な国土の保全・形成や地球環境の変
化に対して強靱な社会を構築するという観点から、以下の点について報告
を行いました。
　(1)自然共生型流域圏の再構築
　(2)地方中小都市と農山村地域の再生
　(3)行政領域をまたがる広域的ガバナンスの向上
　(4)市民参加
　(5)流域圏マネジメントモデルや都市再開発の技術
　
　報告全文は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。 
　　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/index.html
　
　【お問い合わせ先】 
　　日本学術会議事務局参事官（審議第二担当）付
　　Tel：03-3403-1056 Fax：03-3403-1640 E-mail:s253@scj.go.jp
　日本学術会議主催公開講演会「医療のイノベーション　
　−信頼に支えられた医療の実現のために−」の開催（再案内）

　◆日  時：平成２０年８月２５日（月）１４：００～１７：００
  ◆会  場：日本学術会議講堂
  ◆演  者：永井良三（日本学術会議第二部会員）
　　　    　　桐野高明（日本学術会議第二部会員）
　　　　　　本田孔士（日本学術会議第二部会員）
　　　　　　猿田享男（日本学術会議第二部会員）
            田中　滋（慶應義塾大学）
　　　　　　山本修三（日本病院会）
　　　　　　横山禎徳（社会システムデザイン研究所）
　　　　　　丹生裕子(県立柏原病院の小児科を守る会）
  ◆定  員：３００名（参加無料）
  ◆参加申込方法： E-mail、FAX又は葉書にて、氏名（ふりがな）
　　　　　　　　　及び連絡先をご記入の上、お申し込みください。　
　　　　【お問い合わせ・申込み先】
　　　　　　　　　日本学術会議事務局企画課公開講演会担当
　　　　　　　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34
　　　　　　　　　TEL:03-3403-6295 FAX:03-3403-6224 
　　　　　　　　　E-mail：sympo@scj.go.jp
　　　＊　申込が定員（300名）になり次第、締切とさせていただきます。
　　　　締切以降に申込があった方にのみ、その旨ご連絡を差し上げます
       ので、ご了承ください。
        なお、定員に達しない場合は、当日も受付を行いますので、直接
　　　事務局へお問い合わせください。

　◆詳細は、日本学術会議の下記のホームページを御覧ください。
　　　　  　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/57-s-2-4.pdf

　平成20年度共同主催国際会議「第11回世界内視鏡外科学会」の開催
  （ご案内） 

　◆会議名称：「第11回世界内視鏡外科学会」
　◆会　　  期：９月２日（火）～５日（金）［４日間］
　　　　　　      （市民公開講座については９月６日（土））
　◆場　  　所：パシフィコ横浜（神奈川県横浜市）

　９月２日（火）より、日本学術会議が日本内視鏡外科学会と共同して開
催する「第11回世界内視鏡外科学会」が、以下の通り開催される予定です。
　当国際会議では、「内視鏡外科の革新と開腹手術との調和」をメインテ
ーマに、腹腔鏡手術、内視鏡外科手術、低侵襲手術、症状緩和手術、教育
と育成、新技術等を主要題目として、基調講演、学術セッション等が行わ
れる予定であり、74ヵ国・約3,000名の研究者の参加が見込まれています。
　また、９月２日（火）の開会式では、金澤日本学術会議会長、北野組織
委員会委員長及び北島日本内視鏡外科学会理事長の挨拶等が予定されてい
るほか、６日（土）には市民公開講座が開催されることとなっていますの
で、関係者の皆様に周知いただくとともに、是非、御参加いただきますよ
うお願いいたします。
○市民公開講座
　◆テ　ー　マ：「内視鏡手術って、なに？」
　◆日　　　時：平成20年９月６日（土）14:00～16:00
　◆会　　　場：はまぎんホールヴィアマーレ
　　　　　　　　（神奈川県横浜市西区みなとみらい3-1-1）
　◆司　　　会：檀　ふみ　
  ◆申込締切り：平成20年８月28日
　　※詳細は以下のホームページをご参照ください。
　○国際会議公式ホームページ
　　http://www.wces2008.com/jses/shiminkoukai.pdf
　【お問い合わせ先】
　　日本学術会議事務局 国際会議担当
　　Tel：03-3403-5731　E-mail：i254@scj.go.jp

　国連大学/ユネスコ国際会議
 「グローバリゼーションと言語～豊かな遺産を守るために～」（ご案内） 

  2007年５月、国連総会は、国際社会における多言語主義は、多様性の調
和と国際的な理解を深めるとして、2008年を「国際言語年」と宣言した。
  
　言語は、国際社会が努める持続的開発の達成、貧困の削減、世界平和に
おいて非常に重要な役割を果たしているにもかかわらず、見落とされがち
な分野である。言語の多用性、特に少数派の言語や絶滅の危機に瀕してい
る言語を守り促進していくことは、現在のグローバリゼーション・プロセ
スにとっての大きな課題であり、また必須でもある。
　
　グローバリゼーションをテーマとして毎年開催されている国連大学／ユ
ネスコ国際会議では、今年、グローバリゼーションが多言語主義と言語に
もたらす課題と機会を検証する。また、世界の言語が生存していく可能性
および社会における言語の多様性の促進に、最も有効な戦略や政策を特定
する。
　◆日　時：平成20年８月27日（水）～28日（木）午前9時30分から
　◆場　所：国連大学本部ビル（渋谷）
　◆主　催：国際連合大学 (UNU)、国連教育科学文化機関（ユネスコ）　
　◆共　催：国連ユネスコ・アジア文化センター（ACCU）
　◆主な参加者：
　　・ヴィグディス・フィンボガドッティル氏、アイスランド共和国元大
　　　統領、言語担当ユネスコ親善大使 
　　・オラビイ・ババロラ・ジョゼフ・ヤイ氏、ユネスコ執行委員会委員
　　　長、ユネスコ・ベニン政府代表部大使
　　・スティーブン・メイ氏、ワイカト大学（ニュージーランド）言語・
　　　識字教育講座教授
　　・アダマ・サマセコウ氏、アフリカ言語アカデミー（ACALAN）事務局
　　　長、マアヤ・ネットワーク議長
　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。
　http:www.unu.edu/globalization/
　　【お問い合わせ先】 　
　　国連大学広報部　谷野
　　Tel: 03-5467-1311　E-mail:media@unu.edu   　

　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2008-08.html

　  日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
  誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
  の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
　  また、メールアドレスの変更等がありましたら、事務局
　（p228@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。
　発行：日本学術会議事務局　http://www.scj.go.jp/
  　　　　〒106-8555  東京都港区六本木7-22-34　　
